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商品購入やサービス利用に関する
調査結果報告書

2009年8月
株式会社ジーコム生活行動研究所



1調査概要

１．調査方法

弊社アンケートモニター「コムネット」に対するインターネット調査

２．調査対象

福岡県在住の20歳以上の男女

３．調査時期

平成21年7月10日（金）～15日（水）

４．調査規模
364サンプル

【標本構成】

【報告書の見方】
・本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数点以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が100.0％とならない場合がある。
・複数の回答を求めた質問では、回答比率の合計が100.0％を超えることがある。
・報告書中の図表では、コンピューター入力の都合上、回答選択肢の表現を短縮している場合がある。

■性 件数 構成比（％）

男性 161 44.2

女性 203 55.8

全体 364 100.0

■年代 件数 構成比（％）

２０代 84 23.1

３０代 91 25.0

４０代 91 25.0

５０代以上 98 26.9

全体 364 100.0

■未既婚 件数 構成比（％）

未婚 105 28.9

既婚 259 71.1

全体 364 100.0

■職業 件数 構成比（％）

会社員 154 42.4

会社役員 8 2.1

公務員・団体職員 16 4.4

自営業 12 3.4

自由業 11 3.1

パート・アルバイト 62 16.9

専業主婦 87 24.0

無職 14 3.8

全体 364 100.0

■世帯別 件数 構成比（％）

単身世帯 49 13.5

二人以上世帯（未婚） 56 15.4

二人以上世帯（既婚） 259 71.2

全体 364 100.0

■居住地 件数 構成比（％）

福岡市内 211 57.7

福岡市以外の都市圏 86 23.8

それ以外の福岡県 67 18.5

全体 364 100.0

■世帯年収別 件数 構成比（％）

３００万円未満 85 23.4

３００～４００万円未満 53 14.4

４００～５００万円未満 49 13.5

５００～６００万円未満 45 12.4

６００～７００万円未満 43 11.7

７００～８００万円未満 32 8.9

８００～９００万円未満 8 2.2

９００～１０００万円未満 26 7.2

１０００万円以上 23 6.4

全体 364 100.0
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【円】

調
査
数

衣
料
品

（
外
出
着

）

衣
料
品

（
普
段
着

）

靴
・
バ

ッ
グ
・
そ
の
他

服
飾
雑
貨

昼
食

（
外
食

）

夕
食

（
外
食

）

携
帯
電
話
・
通
信
費

化
粧
品
・
整
髪
剤
等
の

美
容
商
品

趣
味
娯
楽
関
連

資
格
取
得
・
習
い
事
・

書
籍

健
康
食
品

日
帰
り
レ
ジ
ャ
ー

全体 364 7,199 3,989 4,520 7,146 10,191 6,624 4,099 8,388 4,490 3,506 6,840

男性 161 6,076 3,585 4,069 9,908 12,952 7,193 2,285 10,396 4,287 2,708 8,309

女性 203 7,819 4,172 4,684 5,065 7,239 6,214 4,777 6,268 4,639 3,897 5,299

20代 84 7,208 3,441 5,711 7,544 11,418 8,097 4,413 7,981 5,038 3,318 5,810

30代 91 5,944 3,922 3,078 7,046 9,731 6,546 3,100 6,523 3,348 2,268 7,039

40代 91 7,316 4,266 3,918 6,684 11,077 6,296 3,937 8,105 5,090 3,781 6,376

50代以上 98 8,266 4,293 5,190 7,350 8,631 5,243 4,812 10,355 4,323 3,950 7,584

性
別

年
代
別

１ヶ月に自由に使える金額は37,582円、預貯金額は25,025円である。また、用途別の消費金額は「夕食（外食）」が10,191円、次いで「趣

味娯楽関連」8,388円、「衣料品（外出着）」7,199円の順である。

・性別では、男性で「昼食（外食）」「夕食（外食）」「趣味娯楽関連」「日帰りレジャー」、女性で「衣料品（外出着）」「化粧品・整髪剤等の
美容商品」の金額が高くなっている。

・年代別では、20代の1ヶ月に自由に使える金額が高い。用途別消費月額では、20代が「携帯電話・通信費」、20代と40代では「夕食
（外食）」「資格取得・習い事・書籍」、20代と50代以上では「服飾雑貨」、50代以上が「衣料品 （外出着）」「趣味娯楽関連」「日帰りレ
ジャー」の金額が高くなっている。また、20代では「預貯金額」が他の年代に比べて高い。

１．用途別消費月額

50代以上では外出着や服飾雑貨などの『ファッション関連』や『趣味娯楽関連』など、自分消費に占める割合が高い。

◆１ヶ月に自由に使える金額
【記述回答】 【円】

調
査
数

１
ヶ
月
に
自
由
に
使
え

る
金
額

全体 364 37,582

男性 161 40,907

女性 203 34,945

20代 84 45,024

30代 91 29,738

40代 91 36,837

50代以上 98 39,179

性
別

年
代
別

【円】

調
査
数

毎
月
の
預
貯
金
額

全体 364 25,025

男性 161 27,500

女性 203 23,476

20代 84 35,222

30代 91 14,716

40代 91 22,302

50代以上 98 17,622

性
別

年
代
別

◆毎月の預貯金額
【記述回答】

◆用途別消費月額【それぞれ記述回答】
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【％】 【回】 【円】
調
査
数

週
に
５
回
以
上

週
に
３
〜
４
回

週
に
１
〜
２
回

月
に
２
〜
３
回

月
に
１
回

半
年
に
２
〜
３
回

半
年
に
１
回

年
に
１
回

そ
れ
以
下
・

行
か
な
い

月
間
平
均
回
数

1
回
あ
た
り
の
金
額

全体 364 10.3 8.8 21.6 24.7 18.2 6.4 1.0 1.3 7.7 6.2 1,149
男性 161 19.3 11.8 21.1 18.6 9.9 6.8 - 1.2 11.2 8.8 1,121
女性 203 3.1 6.5 22.0 29.5 24.7 6.0 1.9 1.3 4.9 4.3 1,183
20代 84 10.7 7.1 26.2 21.4 20.2 3.6 - 2.4 8.3 6.3 1,192
30代 91 13.2 11.5 17.3 26.5 19.1 4.2 1.0 1.0 6.2 7.0 1,011
40代 91 9.2 10.7 17.0 26.8 17.9 6.1 - 2.0 10.3 6.2 1,080
50代以上 98 8.1 6.0 26.0 23.9 15.8 11.1 2.9 - 6.0 5.5 1,346

性
別

年
代
別

２．昼の外食頻度と１回あたりの金額

50代以上は、昼の外食の頻度は少ないものの、１回あたりの金額は高い。

◆昼の外食頻度と１回あたりの金額【頻度：単一回答】

昼の外食の月間平均回数は6.2回、１回あたりの金額は1,149円である。

・性別では、男性は女性に比べて月間平均回数が約2倍の8.8回である。

・年代別では、30代の月間平均回数が他の年代に比べて多くなっている。また、50代以上は１回あたりの金額が高い。

※１回あたりの金額：Ｐ2の該当項目消費月額を上記月間平均回数で割った単価

※月間平均回数：「週に５回以上」＝21.4（30日÷7日×5回）、「週に３～４回」＝15（30日÷７日×3.5回）、「週に１～２回」＝6.4（30日÷７日×1.5回）、
「月に２～３回」＝2.5、「月１回」＝1、「半年に２～３回」＝0.4（1回／2.5ヶ月）、「半年に１回」＝0.17（１回／６ヶ月）、「年に１回」＝0.08
（１回／12ヶ月）、「それ以下・行かない」＝0として算出



4３．夜の外食頻度と１回あたりの金額

夜の外食の月間平均回数は3.1回、１回あたりの金額は3,246円である。

・性別では、男性は女性に比べて2倍以上の月間平均回数である。

・年代別では、年代が低くなるほど月間平均回数が多くなっている。また、40代は他の年代に比べて１回あたりの金額が高い。

◆夜の外食頻度と１回あたりの金額【頻度：単一回答】

【％】 【回】 【円】
調
査
数

週
に
５
回
以
上

週
に
３
〜
４
回

週
に
１
〜
２
回

月
に
２
〜
３
回

月
に
１
回

半
年
に
２
〜
３
回

半
年
に
１
回

年
に
１
回

そ
れ
以
下
・

行
か
な
い

月
間
平
均
回
数

1
回
あ
た
り
の
金
額

全体 364 0.7 3.3 19.4 26.0 20.9 13.2 4.4 1.9 10.2 3.1 3,246
男性 161 1.2 6.8 26.7 28.6 16.1 4.3 3.1 - 13.0 4.5 2,885
女性 203 0.3 0.5 13.6 24.0 24.7 20.3 5.5 3.3 7.9 2.1 3,415
20代 84 - 6.0 35.7 28.6 11.9 7.1 1.2 1.2 8.3 4.4 2,583
30代 91 1.1 4.4 19.0 27.7 30.8 9.8 2.9 1.0 3.3 3.3 2,976
40代 91 1.8 1.1 12.5 27.1 21.6 13.1 6.1 3.3 13.6 2.7 4,164
50代以上 98 - 2.0 12.2 21.2 18.9 21.8 7.0 2.0 15.0 2.3 3,836

性
別

年
代
別

20代は金額を安く抑えて回数重視。40代は1回の金額が高く、質重視傾向。

※１回あたりの金額：Ｐ2の該当項目消費月額を上記月間平均回数で割った単価

※月間平均回数：「週に５回以上」＝21.4（30日÷7日×5回）、「週に３～４回」＝15（30日÷７日×3.5回）、「週に１～２回」＝6.4（30日÷７日×1.5回）、
「月に２～３回」＝2.5、「月１回」＝1、「半年に２～３回」＝0.4（1回／2.5ヶ月）、「半年に１回」＝0.17（１回／６ヶ月）、「年に１回」＝0.08
（１回／12ヶ月）、「それ以下・行かない」＝0として算出
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【％】 【回】
調
査
数

週
に
５
回
以
上

週
に
３
〜
４
回

週
に
１
〜
２
回

月
に
２
〜
３
回

月
に
１
回

半
年
に
２
〜
３
回

半
年
に
１
回

年
に
１
回

そ
れ
以
下
・

行
か
な
い

月
間
平
均
回
数

全体 364 - 0.2 3.9 16.3 24.5 21.8 14.1 5.7 13.4 1.2
男性 161 - - 3.1 19.9 23.6 17.4 12.4 3.7 19.9 1.3
女性 203 - 0.4 4.5 13.4 25.3 25.3 15.5 7.2 8.3 1.2
20代 84 - - 4.8 15.5 28.6 20.2 9.5 4.8 16.7 1.3
30代 91 - 1.0 6.1 26.0 24.9 18.5 11.2 3.9 8.4 1.7
40代 91 - - 1.8 9.9 28.6 21.1 15.1 8.9 14.7 0.9
50代以上 98 - - 3.0 14.0 17.0 26.8 20.0 5.0 14.2 1.0

性
別

年
代
別

４．日帰りレジャーの頻度

日帰りレジャーの月間平均回数は1.2回である。

・性別では大きな差はないが、年代別では、30代の月間平均回数が他の年代に比べてやや多い。

◆日帰りレジャーの頻度【単一回答】

日帰りレジャーに出かける月間平均回数は30代がやや多い。

※月間平均回数：「週に５回以上」＝21.4（30日÷7日×5回）、「週に３～４回」＝15（30日÷７日×3.5回）、「週に１～２回」＝6.4（30日÷７日×1.5回）、
「月に２～３回」＝2.5、「月１回」＝1、「半年に２～３回」＝0.4（1回／2.5ヶ月）、「半年に１回」＝0.17（１回／６ヶ月）、「年に１回」＝0.08
（１回／12ヶ月）、「それ以下・行かない」＝0として算出



6

調
査
数

月
額
の
基
本
料
金
プ
ラ
ン
を
変
更

し
た

通
話
よ
り
メ
ー

ル
で
用
件
を
済
ま

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る

家
族
や
特
定
番
号
間
で
通
話
や

メ
ー

ル
が
無
料
の
プ
ラ
ン
を
契
約

し
た

通
話
の
回
数
を
減
ら
す
よ
う
に
し

て
い
る

通
話
は
短
時
間
で
済
ま
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る

料
金
定
額
制
に
し
た

オ
プ
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
解
約
し
た

有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
を
減
ら

し
た

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
利
用
を
減

ら
し
た

携
帯
会
社

（
キ
ャ
リ
ア

）
を
変
更

し
た

有
料
サ
イ
ト
の
登
録
を
解
約
し
た

２
台
以
上
の
携
帯
電
話

（
社
用
は

除
く

）
を
契
約
し
た

利
用
金
額
に
限
度
が
あ
る

（
一
定

額

）
プ
ラ
ン
に
し
た

携
帯
電
話
を
解
約
し
た

そ
の
他

特
に
節
約
は
し
て
い
な
い

も
と
も
と
携
帯
電
話
は
契
約
し
て

い
な
い

364 39.7 37.4 33.8 26.8 26.7 16.4 14.1 13.9 12.5 9.8 9.7 7.4 6.1 1.4 0.2 21.3 2.9

男性 161 41.0 29.8 31.1 26.7 24.8 18.6 11.2 12.4 11.8 10.6 6.8 8.7 6.2 2.5 - 25.5 1.2

女性 203 38.6 43.5 36.0 26.9 28.1 14.7 16.4 15.1 13.0 9.2 11.9 6.4 6.0 0.5 0.4 17.9 4.2

２０代 84 57.1 32.1 34.5 25.0 9.5 23.8 19.0 23.8 7.1 10.7 11.9 9.5 3.6 3.6 - 20.2 1.2

３０代 91 35.2 38.6 28.8 26.5 32.9 16.5 16.2 15.6 12.0 9.1 11.2 3.1 1.1 - 1.0 26.2 2.1

４０代 91 38.4 43.8 34.7 26.4 30.5 15.3 10.7 12.6 17.3 12.7 10.0 7.0 13.6 1.1 - 17.5 2.0

５０代以上 98 30.0 34.9 37.0 29.1 32.0 11.0 11.0 5.0 13.0 7.0 6.0 10.0 6.0 1.0 - 21.1 5.9

全体
性
別

年
代
別

14.1 13.9 12.5
9.8 9.7

1.4 2.9
6.1

7.4

16.4

26.726.8

39.7

0.2

21.3

37.4

33.8

0

10

20

30

40

50

全体（n=364）（％）

５．携帯電話料金の節約のために行った対応

携帯電話料金の節約意識が高いのは女性。通話よりもメールの通信で節約を図っている。

◆携帯電話料金の節約のために行った対応【複数回答】

「携帯電話・通信費」は弊社の自主調査（「ライフデータふくおか2009」）で、節約したい上位項目にあがっている。そこで、今回の調査で

は携帯電話料金の節約のために行った対応を尋ねたところ、「月額の基本料金プランを変更した」が39.7％と最も高く、次いで「通話より

メールで用件を済ませるようにしている」が37.4％、「家族や特定番号間で通話やメールが無料のプランを契約した」が33.8％であった。

・性別では、女性は「通話よりメールで用件を済ませるようにしている」の割合が男性に比べて高い。一方で、男性は「特に節約はして
いない」割合が女性に比べて高くなっている。

・年代別では、年代が低いほど「料金定額制にした」「有料コンテンツの利用を減らした」の割合が高くなっている。また、20代では「月
額の基本料金プランを変更した」の割合が他の年代に比べて高いほか、30代以上になると「通話は短時間で済ませるようにしている」
の割合が高くなっている。
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68.3 27.9

すでに利用した
給付されたがまだ

利用していない

0.6

申請をしたが、まだ

給付されていない

3.2

申請をしていない

0.0

給付金の受け取り

を辞退した

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

（n=364)

６－１．定額給付金の給付と利用状況

定額給付金は約７割が「すでに利用」。

◆定額給付金の給付や利用状況【単一回答】

定額給付金の給付や利用状況は、「すでに利用した」が68.3％、「給付はされたが、まだ利用していない」が27.9％、「申請をしていない」

が3.2％である。

・性別では大きな差はないが、年代別では20代が「すでに利用した」、40代以上では「給付はされたが、まだ利用していない」の割合が
他の年代に比べて高くなっている。

【％】
調
査
数

す
で
に
利
用
し
た

給
付
は
さ
れ
た
が

、

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い

申
請
を
し
た
が

、

ま
だ
給
付
さ
れ
て
い
な
い

申
請
を
し
て
い
な
い

給
付
金
の
受
け
取
り
を

辞
退
し
た

全体 364 68.3 27.9 0.6 3.2 -

男性 161 69.6 28.0 0.6 1.9 -

女性 203 67.4 27.8 0.6 4.3 -

２０代 84 76.2 17.9 - 6.0 -

３０代 91 66.9 29.0 1.1 2.9 -

４０代 91 64.0 32.5 1.3 2.2 -

５０代以上 98 67.0 31.0 - 2.0 -

年
代
別

性
別



8６－２．定額給付金の利用状況

定額給付金の利用は、「生活費への補充」が約５割を占めている。

◆定額給付金の利用状況【それぞれ単一回答】

定額給付金の利用について肯定回答をみてみると、「生活費に補充して利用した」が46.9％、「欲しいと思っていた商品・行きたいと思っ

ていた旅行に利用した」が16.4％、「家族で共有できるものに利用した」が15.3％となっている。

・性別では、男性は女性に比べて「生活費に補充して利用した」の肯定率が高い。

・年代別では、30代が「生活費に補充して利用した」、40代が「家族と共有できるものに利用した」の肯定率が他の年代に比べて高く
なっている。

【％】 【％】 【％】 【％】 【％】 【％】 【％】

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

364 5.6 94.4 46.9 53.1 16.4 83.6 3.2 96.8 8.9 91.1 15.3 84.7 1.3 98.7
男性 161 4.3 95.7 51.6 48.4 13.0 87.0 0.6 99.4 9.3 90.7 15.5 84.5 1.2 98.8
女性 203 6.7 93.3 43.3 56.7 19.1 80.9 5.3 94.7 8.5 91.5 15.2 84.8 1.4 98.6
20代 84 6.0 94.0 42.9 57.1 11.9 88.1 3.6 96.4 10.7 89.3 11.9 88.1 - 100.0
30代 91 6.0 94.0 64.1 35.9 15.3 84.7 1.0 99.0 6.0 94.0 9.9 90.1 3.2 96.8
40代 91 5.7 94.3 38.6 61.4 19.0 81.0 3.3 96.7 10.9 89.1 23.2 76.8 - 100.0
50代以上 98 5.0 95.0 42.2 57.8 18.9 81.1 4.9 95.1 8.0 92.0 16.1 83.9 2.0 98.0

年
代
別

生活費に補充し
て利用した

どのように利用
するか、事前に
計画を立てた

 
調
査
数

全体

定額給付金の企
画商品を利用し
た

自分のためのご
褒美として利用し
た

家族で共有でき
るものに利用し
た

性
別

普段よりも品質
やランクを上げた
商品やサービス
に利用した

欲しいと思ってい
た商品・行きたい
と思っていた旅
行に利用した

84.7

98.7

96.8

83.6

53.1

94.4

91.1

【肯定率】 【否定率】

どのように利用するか、事前に計画を立
てた

生活費に補充して利用した

欲しいと思っていた商品・行きたいと思って
いた旅行に利用した

普段よりも品質やランクを上げた商品や
サービスに利用した

自分のためのご褒美として利用した

家族で共有できるものに利用した

定額給付金の企画商品を利用した

16.4

46.9

5.6

3.2

8.9

15.3

1.3
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調
査
数

食
料
品

外
食

宿
泊
旅
行

趣
味
娯
楽
関
連

衣
料
品

家
庭
用
電
化
製
品

靴
・
バ

ッ
グ
・
ア
ク
セ
サ

リ
ー

等
の
服
飾
雑
貨

日
帰
り
レ
ジ
ャ
ー

家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨

教
育
費

書
籍
・
雑
誌

パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー

ム
関
連

美
容
関
連
の
サ
ー

ビ
ス
や

商
品

そ
の
他

ロ
ー

ン
な
ど
の
返
済

預
貯
金

決
め
て
い
な
い
・
わ
か
ら

な
い

364 22.5 16.0 11.3 11.2 8.8 5.1 4.7 4.2 3.7 3.3 3.2 1.1 1.1 3.4 10.0 9.2 12.0

男性 161 19.3 21.1 11.2 11.8 5.6 4.3 1.2 2.5 1.2 2.5 1.9 0.6 - 3.1 11.8 8.7 13.7

女性 203 25.0 12.0 11.3 10.6 11.4 5.7 7.4 5.5 5.6 4.0 4.2 1.5 1.9 3.6 8.5 9.7 10.7

20代 84 26.2 14.3 6.0 11.9 11.9 3.6 6.0 - 3.6 3.6 3.6 1.2 - 8.3 6.0 10.7 9.5

30代 91 21.0 20.8 8.2 12.4 10.1 1.0 7.1 8.1 6.1 1.0 3.1 2.1 2.0 2.9 19.7 12.3 13.6

40代 91 16.8 16.0 12.0 10.5 10.0 8.5 3.9 5.5 3.3 6.8 4.2 1.3 1.3 1.8 10.3 9.4 9.4

50代以上 98 26.0 13.1 18.0 10.0 4.0 7.0 2.0 2.9 2.0 2.0 2.0 - 1.0 1.0 4.1 5.0 15.0

全体
性
別

年
代
別

4.7 4.2 3.7 3.3 3.2 3.4

12.0

1.11.1

5.1

8.8
11.2

22.5

10.0 9.2

16.0

11.3

0

10

20

30

全体（n=364）（％）

６－３．定額給付金の利用用途

50代以上はローンなどの返済や預貯金の割合が低く、約８割が消費に回っている。

◆定額給付金の利用用途【複数回答】

定額給付金の利用用途は「食料品」が22.5％と最も高く、次いで「外食」が16.0％、「宿泊旅行」が11.3％の順となっている。

・性別では、男性は「外食」の割合が女性に比べて高い。また、女性は「食料品」「衣料品」の割合が若干高くなっている。

・年代別では、年代が上がるにつれて「宿泊旅行」の割合が高くなっている。また、20代や50代以上は「食料品」、30代は「外食」「ロー
ンなどの返済」、50代以上は「宿泊旅行」の割合が他の年代に比べて若干高くなっている。
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